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令和2年度事業計画書 

公益社団法人 劇場演出空間技術協会 

 
令和2年度の事業活動は、平成28年4月1日に改正した定款に基づき、平成28年6月1日に再編した組織体制
にて、新たな役員を選任して事業を推進する年度となる。 
令和2年度はJATET創立30周年の記念すべき年度となり、JATETの30年に亘る活動を振り返りつつ、急激な
国際社会の変動を確実に捉え、新しい潮流を敏速に取得し本会の公益事業に反映する。併せて、不特定多
数の国民のために、定款第４条に掲げる公益社団法人としての事業活動を余すところなく実行する。 
本会の会員が、JATETの存在意義と会員である事を実感し、誇負できる公益活動を活発に行うとともに、
本会の活動を積極的に全国に向けて訴求する体制を強化する。 
令和 2年度に実施する具体的な事業計画は次の通りとする。 

 
 
1．会議 
 1）総会 

令和2年5月27日（水）ホテルローズガーデン新宿に於いて開催予定。 
協会の最高機関として、定款第52条(事業報告及び収支決算)に則り令和1年度事業報告、収支決算報告に
関する承認決議を行う。令和2年度役員改選の件につき、定款15条（権限）第1項に則り、立候補者1人に
つき1議案として選挙を実施する。また、第51条(事業計画及び収支予算)に則り令和2年度事業計画、収
支予算書の報告を行う。 

 
 2）理事会 

定例理事会を年４回開催し、協会運営に関する重要事項を審議し、業務の執行を決議する。 
 
 
2．委員会 
1)事業執行連絡委員会 

定款第58条（委員会）に則り、理事会の諮問機関として、執行理事及び部会長で構成される事業執行連
絡委員会を毎月１回、年12回開催する。年間事業計画に基づき理事会で承認した事業を執行し、理事会
と部会の緊密な連絡を諮る。 

 
 
3.JATET部会計画 
令和2年度における所属各部会の主たる事業計画は次の通りである。 
 
1） 教育研修部会 
劇場、文化施設の繁栄に努め、公益社団法人として社会貢献できるように取り組む。 
[事業計画] 
(1)部会を原則月１回開催し、新設、改修された劇場、施設の情報を収集する。 
(2)新設、改修された劇場、施設に対し、施設見学会を年３回を目標に開催する。 

見学会を開催することで、施設建設の工夫などみどころを建設に関わった方たちから聞き、施設の関
心を高めることにこれからの施設建設の向上に貢献します。 

〈見学会候補施設〉 
 御園座 
 2018年4月に建替え、再開場した名古屋市に所在する劇場です。 
 商業施設と分譲マンションが融合するグランドメゾン御園座タワーに併設されています。 
 客席は1階：780席/車椅子スペース4席、2階：512席/車椅子スペース3席の合計1299席となっています。
廻り盆、迫りも設備された演劇劇場となっています。 

         
 柳川市民文化会館 
 2020年度に開館する劇場です 
 市民会館に代わる市内の新たな文化芸術及び交流拠点としてメインホール（803席）とイベントホール
（約200席）を併設する施設です。 
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 高崎芸術劇場（昨年度より持越し） 
 高崎芸術劇場は、1961年に建設された群馬音楽センターの歴史と精神を継承・進化させ、新しい高崎
の都市文化を創造・発信する劇場として、2019年秋、JR高崎駅東口に開館します。 

 古今東西のさまざまな音楽や舞台芸術の公演に対応した2,030席の大劇場。ロックコンサートや演劇・
舞踊・能などの多様なパフォーマンスが可能なスタジオシアター。群馬県初の413席の本格的音楽専用
ホール。リハーサルやレッスンのための9つのスタジオなど「鑑賞と創造」が一体化した複合的な芸術
劇場です。 

(3)見学会が開催された劇場、施設をJATETジャーナルで紹介し、最新の劇場技術、リニューアルの実例
等を全国に無料にて提供をする。 

(4)スタジオ、仮設劇場、制作場など劇場以外の新たな見学先を模索する。建築・設備の見学だけでなく、
一般には公開されない施設を見学することで、設計事務所やゼネコンの方たちの新たな設計、施工への
発想を促し、新しい劇場、演出空間の建設に役立てる。 

 
 
 2）建築部会 

部会を原則月１回開催し、次に掲げる調査研究を実施する。 
 

(1)今後の演劇やそれを上演する劇場の方向性について探求する。具体的には継続的に話題性のある演 
劇作品を制作、上演し続ける渋谷の２つの劇場を題材の中心とする。 
パルコ劇場は1973年に西武劇場として誕生して以来、数々の話題作を上演する劇場であり、パルコ劇
場制作の演劇作品は全国でも上演されている。そして、2020年に新劇場として生まれ変わった。 
また、1989年にオープンした、Bunkamuraシアターコクーンも芸術監督制をとって開館し、その後プロ
デューサー制に変更されたが、魅力ある作品づくりを続けている。 
本研究では、渋谷のこの２つの劇場の演劇作りのこれまでと今後の方向を中心に、渋谷における過去
から現在に至る演劇、劇場の変遷をたどる。 

  (2)JATETフォーラム2020において、前述のテーマでセミナーを実施する。 
 
 
 3）機構部会 

部会を月 1回開催し、以下の活動を行う（3月、8月を除く）。必要により研究会を行う。 
 
(1)JATET フォーラム 2020 

JATET フォーラム 2020 において機構分野を担当する 
(2)床機構安全指針の見直しを行う。 
(3)吊物装置における各駆動方式等の調査・研究を行う。 
(4)その他の事業において機構分野の分担・協力をする。 

 
 
 4）照明部会 
部会を隔月1回開催し、以下の活動を行う。 
 
(1)JATETE フォーラム 2020開催にあたって、照明部会としてセミナー等で参加、協力をする。 
(2)舞台照明において、ネットワークを使用した調光等のコントロールが多くなっている。これまで、
ネットワークを使用した場合の資料があまり作成されてこなかった。現在ほとんどの新設の施設は
ネットワークを使用している。改めて舞台照明でのネットワークとDMX-512に関する資料を作成して公
開する。 

(3)JATET-L-7190 の改正作業を行う。複数年度になる可能性があるが、規格の内容が現状にあわなく
なっている部分も有るので見直しが必要である。ワーキンググループを作り作業を進める。 

(4)照明器具の明るさや、照射エリアについての考え方の統一とともに、フィールド角やビーム角など
の特殊な用語について定義を行い、ユーザーが照明器具を選択するときの情報をわかりやすく統一で
きるよう検討を進める。 

(5)劇場演出照明は、LED機材が増加し運用管理や設備設計の考え方が多様化しており、設備の安全確保
と効率的運営の普及を目指した提言が求められている。施設管理者と施設利用者が抱える困りごとの
対策を研究し、舞台芸術の振興と科学技術の発展に寄与することが必要な時期であると考え、下記の
項目について調査をおこなう。そのために研究会、またワーキンググループを立ち上げる。 

・新築/改修施設の調査報告 
・施設利用時における常設機材と持込機材の運用調査 
・施設利用時における純直電源とネットワークの運用調査 
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上記の調査はアンケートではなく、特定の劇場・ホールをピックアップして運用内容を聞き取り調査す
る。 

 
 
 5）音響部会 

音響設備に関する最新かつ有用な情報を幅広く収集し、JATET規格として取り纏める。また、その内容を
JATET誌、JATETフォーラムにおいて発表する。 

 
(1)電源電圧の違いによるパワーアンプ出力信号への影響についての調査研究 

 パワーアンプを100V、200V駆動した時の出力信号を計測しその特性を評価する。また、上記に加えス
ピーカからの拡声音について試聴により評価する。 

（2)音響電源200V使用時に安全に運用できるコネクタについての調査研究 
 安全性、汎用性の高い電源コネクタを調査・選定し、劇場等演出空間用標準コネクタとして推奨して
いく。 

（3)劇場等演出空間用音響設備の劣化診断・適正更新時期判定に関する調査研究 
  音響設備の劣化診断を実施するためのチェックリストを作成し、その結果をもとに適正な更新時期が 

  判定できる基準を策定する。 
（4)舞台連絡設備指針改定に向けた調査研究 
 前年度に実施したアンケート調査票を集計・分析し、その結果をJATETフォーラムで発表する。 

    
 
 6）映像部会 

月1回の部会及び研究会の開催を目標にし、関連情報の収集および会員への情報発信、相互連携に注力す
ることを目標に、映像部会研究会を開催すると共に、以下の研究テーマを中心に最新動向の研究調査を
実施する。 
 
技術状況 
人々の生活に潤いと活力をもたらす劇場を取り巻く環境も、劇場の内外を含めて社会状況の多様化と共
に大きく変わって来ている。ネットワーク技術は、インターネットによるクラウドシステムや第5世代移
動通信システム、いわゆる5Gシステム（モバイルシステムの高速、大容量化、低遅延など）の急速の進
化に見られるように、社会や生活環境を大きく変えて行くものと考えられる。既に実証が始まっている
5Gシステムなどの新しい技術は、2022年にはサービスを開始する計画が進められており、特に注目され
ている“ローカル5G”モバイルシステムは、無線によるクローズドな空間でのプライベートな活用が期
待されており、劇場・ホールの様な演出空間における活用や、新しいメディアと連携することによる新
しいコンテンツの創出に向けた取り組みも期待される。 
 
令和2年度の研究会テーマ 
今年度は、次に来るものに向けたビジョンを議論すると共に、ネットワーク技術の動向を調査研究し、
その成果を今年度開催のJATETフォーラムで発表することを目指す。 
(1)オリンピックでのネットワーク技術の活用事例について、外部講師による研究会を開催。最新情報の
取得および取り組むべき課題を議論、映像部会から広く情報発信を目指す。 
(2)外部講師（候補） 
イ. オリンピック放送の実施に関わったIPネットワーク技術の専門家を予定。 
 

 
7）広報部会 

部会を隔月１回開催し、以下の活動を行う。 
 
(1)JATETとその活動についての情報発信を図る。 

JATETの持つ多くの劇場演出空間についての情報や人的資源を、広く社会のために資するための広報活
動を展開し、社会のニーズを調査し、JATETとその活動範囲の拡大と活性化を図る。 
必要に応じてJATETリーフレットの改訂、英語版の作成を検討し、JATET安全手帳の普及等へ協力する。 

(2)JATET全体での事業について、広報分野を担当し協力する。 
JATETの重要な広報媒体であるJATET誌の編集に際して、その内容がより読みやすく且つ魅力的なもの
であるよう、編集担当部会に協力を行う。また、JATET主催行事の運営に協力する。 
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4.JATET フォーラム 
2020 年 12 月 16 日（仕込み）、17 日、18 日（本番）に渋谷区文化総合センター大和田伝承ホールで JATET
フォーラム 2020 としてセミナーを開催予定。令和 2年度（2020 年度）は JATET 創立 30 周年の記念すべき
年度となり、JATET の 30 年に亘る活動を踏まえて具体的な内容を検討する。 
劇場演出空間で使用される舞台機材の最新技術と、劇場演出空間全域での安全にかかわる最新の研究を
紹介し、ひろく全国に普及させる事を目的とする。 

 
 
 
5.国際交流 

定款第４条（事業）第６項「内外関連機関・団体等との交流」に基づき、OISTAT JAPAN及び韓国産業技
術試験院（KTL）との交流、連携をより一層強化する。昨年度に設立されたアジア5機関（韓国・中国・
台湾・シンガポール・日本）による“Asia Entertainment Safety Alliance, AESA”「アジア・エンター
テイメント・安全協議会」への参画を通じて、アジア諸国との交流を推進していく。 
 
 

6.国内交流 
定款第４条（事業）第６項「内外関連機関・団体等との交流」に基づき、劇場演出空間施設とこれに関
連する設備•機器の安全確保と技術の向上に関する関連機関・団体等との交流を促進する。 

 
 
7.発刊物 
 1）機関誌JATET 

機関誌JATETを年２回程度発行し、JATETが創立以来行ってきた事業や研究成果を広く社会に訴求する。 
また、各部会で研究、調査している最新技術や最新情報を広く社会に紹介する。 

 2）JATETジャーナル 
JATETジャーナルは教育研修部会が実施する劇場施設見学会と連動し、ホームページ上で電子媒体として
本年度は３回程度発行し、最新の劇場演出空間及びリニューアルされた劇場演出空間を広く全国に紹介
する。 

 3）JATETニュース 
JATETニュースは、最新のJATET情報や関連団体の活動を速報として、毎月１回を基本に電子媒体として
発行する。 

 4）JATET リーフレット 
公益法人としての JATET の設立意義とその活動について広く社会に周知し、より多くの会員を獲得する
ため広報部会が作成したリーフレットを普及させる。現行の紙ベースのリーフレットはデータ化し、協
会のホームページ上での公開を行うとともに、リーフレット英語版の作成を検討する。 

 
 
8.舞台設備に使用する持込用仮設電源に関する調査と提言 

昨年度は、昨今、施主、設計事務所、コンサルタント側から要求される舞台持込設備用三相3線式電源を
含めて、舞台設備に使用する仮設電源を検討することが必要との観点から、部会を横断した作業部会に
より調査を開始することとした。 
演出空間用電気設備については「劇場等演出空間電気設備指針2014」、持込用仮設電源については「演出
空間仮設電気設備指針」で、その運用の手引きが示されており、指針に基づいて持込用仮設電源を運用
することが求められる。しかしながら、持込機材への電源供給時に電気事故が発生した事例も散見され
ており、仮設の際に持込機器用電源盤を安全に取り扱うための提言を示すことを検討する。 

 
 
 
 

以上 


